
会場：東邦大学 習志野キャンパス

2014年
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第 2 回

参加費（２日間、要旨集込）：一般 3,000 円　学生 1,500 円　※当日参加 は 500 円追加

12/20(土) 懇親会：一般 4,000 円、学生 2,500 円、高校生以下 1,000 円

協力　千葉県ニホンイシガメ保護対策協議会
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◆シンポジウム、口頭発表、ポスター発表、ブース出展 あります。



発表者公募型シンポジウム　「アカミミガメ最新情報」
　　　アカミミガメの分布や防除、最新の調査研究成果などを報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　コーディネーター：亀崎直樹（岡山理科大教授、須磨海浜水族園）

　近年、在来カメ類の生息地は河川改修や護岸工事、水質悪化などにより著しく劣化または消失しています。また、
外来種ミシシッピアカミミガメの蔓延や外来種のクサガメとニホンイシガメの交雑など、外来カメ類に関する様々な
問題も深刻化しています。在来カメ類とその生息環境を保全するために、本会では各地で保全や外来生物防除に取り
組む研究者、行政、NPO、市民等が集まって最新の情報や知見を持ち寄り、交流や議論を重ねながら、問題の解決策
や各主体の行動指針を考えます。

発表・参加申し込み
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済生会
習志野病院

東邦大学
習志野キャンパス 日
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バス停
「東邦大学前」

JR総武線

バス停
「大久保十字路」

◆JR総武線「津田沼駅」北口 4番・5番バス乗り場から「三
山車庫」「二宮神社」「八千代台駅」「日大実籾」行きのいず
れかに乗車、約 10分「東邦大学前」下車。徒歩約 2分。

◆京成本線「京成大久保駅」北口より徒歩 10分。

WEB フォームよりお申し込みください。 http://www.eco-works.gr.jp/kk_2015.html

カメ交換会 検 索

お問い合わせ：認定NPO法人  生態工房　　メール：eco@eco-works.gr.jp　Tel&Fax：0422-27-5634　東京都武蔵野市吉祥寺本町4-9-22 フラットK101

＜発表したい人＞

シンポジウム「アカミミガメ最新情報」口頭発表
　　発表時間 15分または 20分、発表者は参加費無料

一般口頭発表、ポスター発表

＜参加だけの人＞ 申し込み締め切り→１２月１９日まで。

▼

※発表者は 11月 10日までに要旨の提出をお願いします。

発表タイトル締め切り → 11 月 3日
発表タイトル締め切り → 10 月 20日

※各タイトルは仮題です。

企画シンポジウム

　　「房総発、未来へ残そうニホンイシガメの里
　　　　　　　　　　　　　　　〜生息域保全の重要性を考える〜」

コーディネーター：長谷川雅美（東邦大教授）

第１部　房総のニホンイシガメは今
　　　　房総における淡水性カメ類の現状　　小賀野大一（千葉県野生生物研究会）
　　　　南房総におけるアライグマの分布と在来生物への影響評価　　山﨑響子（東邦大地理生態学研究室）
　　　　ニホンイシガメ保護対策協議会の成立と活動紹介　　近藤めぐみ（NPO法人カメネットワークジャパン）
　　第２部　房総から全国へ。ニホンイシガメの里を守るために
　　　　種分布モデルを用いた淡水生カメ類の分布予測と種間相互作用の検証　

加賀山翔一（東邦大地理生態学研究室）
　　　　ニホンイシガメの分布予測から保全対策を考える　　髙橋洋生（一般財団法人自然環境研究センター）
　　　

１２月２０日（土）午後

１２月２１日（日）午後


